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BluStellar事業推進部門

主席プロフェッショナル

吉本 裕

Mission

BluStellar事業におけるビジネスリード

NECが培ってきたテクノロジー、ビジネ
スモデルのシナリオ化及びビジネス化の
推進責任を担う

石川和也

生成AI事業開発統括部

エヴァンジェリスト

Mission

NECの生成AI技術（cotomi）やサービ
ス・歴史に込めた想いを社内外に広める

コミュニティアクセラレーターとしてファ
シリテーションを通じて議論を活性化し、
場の一体感を醸成する
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DXの潮流と変革の必要性について

NECのAI事業および生成AIの取り組み

NEC社内での活用やお客様事例
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DXの潮流と
変革の必要性について
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DXを成功に一歩でも近づけるため、
課題や取り組みを分析。

さらなる加速に向けた提言を
目的とした調査を実施

2024年 DXの取り組みが大きく進展！CxO
レポート
第2弾

～CxOから学ぶベストプラクティス～ 

定量アンケート調査 （N＝201）

新たに、生成AIの活用率や活用領域など
の調査を追加！

ダウンロードは
こちら

定性インタビュー調査 （N＝87）

企業に加えて地方自治体の
DXリーダーにも対象を拡大

調査対象：年商300億以上企業
DX推進リーダー(CDO等)やDX担当「NEC DX経営の羅針盤2024」
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DXの着手・進捗状況

サービス/製品
のデジタル化

バリューチェーン
のデジタル化

ビジネスモデル
変革

業務の
デジタル化

意思決定の
のデジタル化

接点/ チャネル
のデジタル化

DXの着手率は、23年調査と比較して大幅に上昇。
平均・先駆も増加し、進捗の実感値も上昇

Q） DXの項目について、進捗度合いをそれぞれお選びください。（単一選択）
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人材不足（企画・実行部門）が最大の課題に。
既存情報システムの老朽化への課題感も高まる

Q）貴社で生じている（生じていた）DX推進の課題として、当てはまるものをすべてお選びください［複数選択］

DX企画部門の人材不足

DX実行部門（事業部門）の人材不足

業務部門との意識の乖離

既存情報システムの老朽化

経営者と事業遂行者間の意識の乖離

予算不足

適切なビジネスパートナーがいない、
パートナー選定の失敗

課題はない/なかった

その他

DX推進の課題
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44.1%（90社）
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0.5%（1社）

3.4%（7社）

77.6%（156社）

69.2%（139社）

54.2%（109社）

46.3%（93社）

39.8%（80社）

27.4%（55社）

18.4%（37社）

0.0%（0社）

7.0%（14社）

年度 2023(n=204) 2024(n=201)
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NECの価値創造モデルBluStellar（ブルーステラ）

1899-
第1の創業

通信機器

1977-
第2の創業

Computers ＆ Communications

C＆C

2013-
第３の創業

社会価値創造企業

DX&AI

1899 1977 ２０１３

お客様と共に実現する価値（経営アジェンダ）

社会とビジネスのイノベーション 顧客体験改革 業務変革

組織人材変革 デジタルプラットフォーム変革

第３の創業の転換期において、DX事業に注力。 3つの軸を進化させ、お客様の経営アジェンダを起点に、価値創出へ

向けた構想から実装までのEnd to Endのビジネスモデルでお客様と社会のDXを推進

NECの歩み: 会社概要 | NEC

https://jpn.nec.com/profile/corp/history.html
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BluStellarによる価値提供

DX市場の成長領域で、お客様の経営課題を解決するノウハウや事例を集結した“Scenario”でスピーディーに対応

お客様の経営課題

Agenda

BluStellar Social＆Business Innovation
• データ起点の意思決定能力向上による経営/事業管理の良質化と進化

• Digital ID による安全で快適な新しい体験の提供

• コンサルとシステム提供によるサステナビリティ経営の実現

BluStellar Customer eXperience
• 顧客理解の高度化による新たなカスタマーサービス体験創出と収益最大化

• コンタクトセンター業務高度化から始める顧客体験価値向上

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

顧客体験変革
• 顧客体験変革

社会とビジネスのイノベーション
• DX構想策定
• 新市場・ビジネスモデルの創出
• データドリブン経営
• 魅力ある街づくり

業務変革
• 業務の高度化・効率化

組
織

人
材

組織・人材変革
• DX実現に向けた組織・人材変革
• ワークスタイル変革

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

デジタルプラットフォーム変革
• クラウドリフト＆シフト、モダナイゼーション

• デジタルトラスト・セキュリティ

• AI、生成AI＆データ利活用

BluStellar WorkStyle Innovation
• Digital IDとデータ利活用による新しいワークスタイルの実践

• BluStellar Academy for DXによる組織変革と人材育成

BluStellar Modernization

• 業務システム/IT基盤の最適で安全安心なモダナイゼーション

• 顧客最適なOAシステムモダナイゼーション

BluStellar ICT Service Management

• マルチクラウド環境の運用DXによる運用業務プロセス改善

BluStellar Digital Security Transformation

• 将来の事業成長を支えるセキュリティ経営改革

• DX活用に適したネットワーク＆セキュリティ環境の提供

BluStellar AI Transformation

• AI、生成AIを活用して、高度化する経営課題を解決

• AI、生成AIガバナンスとしてガイドライン作成、教育、リスク診断などを提供

BluStellar Process Innovation
• 需給インテリジェンスによる経営判断の支援

Scenario Scenario構成イメージ

BluStellar Products & Services

Offering Offering Offering

コンサル

ハード サービス

モデル化SI

教育通信NW

ソフト

BluStellar 
Social＆Business 
Innovation

経営課題テーマ

BluStellar 
Customer eXperience

BluStellar Offerings

IT構築系 上流コンサル系 リカーリング系

Scenario 

NECの解決手段

※記載のScenarioは、都合により変更される可能性があります。
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NECのAI事業および
生成AIの取り組み
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精度、モデルサイズ、安全性、ユースケースが競争軸に

生成AIの市場動向

競争軸①

精度

⚫入力データの正確性
⚫著作権保護の担保
⚫学習時の秘密情報の漏洩防止

競争軸③

⚫出力の正当性
⚫言語能力の向上
⚫画像や時系列データ対応

競争軸②

競争軸④

ユースケース
⚫ 様々な業務支援への対応

⚫用途に合わせて小型化/大型化が必要に
⚫価格／消費電力／レスポンス／チューニング時間コスト

安全性
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機械学習
難関学会採択ランキング (企業)

順位 企業名 文献数

1 Google 1363

2 Microsoft 1342

3 IBM 982

4 DeepMind 450

5 Meta Platforms 428

6 Yahoo 347

7 Alibaba 292

8 Amazon 274

9 Tencent 216

10 NEC 215

AI・セキュリティ・通信等において主要国際学会で網羅的に世界トップクラスの技術競争力を保有

グローバルでの高い技術競争力

2000-2022 当社調べ

※1 以下の主要国際会議の集計
NeurIPS、 ICML、ECML-PKDD、KDD、ICDM

AI

セキュリティ

世界企業中10位

機械学習
難関国際学会※1 論文採択数

日本企業中1位

映像･画像処理
難関国際学会※2 論文採択数

46年連続

サイバーセキュリティ
山下記念研究賞、CSS2021ほか※３

光通信
難関学会※4 論文採択

※2 以下の主要国際会議の集計
CVPR、ICCV、ECCV、ACCV、ICPR

※3 セキュリティ: ACM CCS、Eurocrypt、IEEE S&P等

通信

※4 通信：OFC/ECOC等

論文賞を多数受賞



© NEC Corporation 2024 14

0 200 400 600

[JP]

[DE]

[US]

[JP]

[US]

[JP]

[SE]

[KR]

[US]

[US]

[JP]

[US]

[US]

[CN]

0

2000

4000

6000

8000

10000

50 1050 2050 3050

US有効特許件数（権利継続+出願中）

0 200 400 600

[DE]

[US]

[NL]

[US]

[CN]

[CN]

[JP]

[US]

[JP]

[CN]

[KR]

[US]

[CN]

[JP]

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

50 550 1050

米国有効特許件数（権利継続+出願中）

0 200 400 600

[US]

[NL]

[US]

[CN]

[JP]

[CN]

[US]

[JP]

[US]

[JP]

[CN]

[CN]

[KR]

[CN]

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

50 250 450 650 850

米国有効特許件数（権利継続+出願中）

生体認証 映像認識 分析・対処AI

米国特許件数 × 権利者スコア 米国特許件数 × 権利者スコア

※権利者スコア：パテントリザルト社による権利者毎の特許ポートフォリオの強さ指標 2023年11月時点（当社調べ）

件数トップ
スコアは4位

件数 6位
スコアは20位

件数トップ
スコアは3位

米国特許件数 × 権利者スコア※

生体認証、映像認識、分析・対処AIは、累積国際特許出願No.1であり広範囲なNEC事業の共通技術

2025年に各領域でのグローバルNo.1の特許群を目指す

生体認証、映像認識、分析・対処AIでグローバルNo.1知財を獲得

権
利
者
ス
コ
ア

権
利
者
ス
コ
ア

権
利
者
ス
コ
ア

◆累積国際特許出願件数 ◆累積国際特許出願件数 ◆累積国際特許出願件数
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LLM活用におけるNECの強み

NEC開発のLLM
「cotomi」

業務に応じた
適切なLLM選択と

活用支援

すぐにLLMを使える
NEC Generative 
AI Framework

安全・安心な
社内活用への

促進支援

柔軟な
LLM提供形態

強み① 強み② 強み③ 強み④ 強み⑤

cotomiの高速性を
活かしながら、

お客様の業務に特化

cotomiだけでなく
他社LLMを適材適所にご提案

社内活用のためのコンサル
ティング、生成AIポリシー策定、

社内教育を支援

印西データセンター、 
Microsoft Azure、

オンプレミスでのご提供

すぐにLLMを使える
ソフトウェアを提供
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非常に高速に挙動しつつ高精度なLLMであるcotomiを開発

機微なデータの使用や、チューニングによる更なる業務特化も可能

NEC開発のLLM「cotomi」 ～高速で、安全・安心に使えるLLM～

高速・高精度な特性を活かし
業務システムと連携した活用

高精度高速

高速 高精度

[秒]

ベンチマークスコア（ELYZA Tasks100)

cotomi Pro(NEC)

cotomi Fast(NEC)

GPT-4 (OpenAI)

Gemini Pro (Google)

Claude2.1 (Anthropic)

※ベンチマークとしてELYZA Tasks100を利用

GPT-3.5 (OpenAI) ※1106

PaLM Bison (Google)

2.99秒

GPT-4

3.92秒 GPT-4と

比較して1/12

GPT-4と

比較して1/15

レスポンスタイム

20ページのPDF(14,000字）の要約処理

Point ❶

0 2 4 6

GPT-3.5 (OpenAI) ※0125

20 40 600

cotomi Fast（GPU×2枚）

cotomi Fast（GPU×4枚）

セキュアな環境で扱え、
機微なデータも使用可能

Point ❷

チューニングを用いてお客様業務・
データにさらに特化することが可能

Point ❸

46.65秒
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1

2

3

NECは生成AIの取り組み発表後、多くのユースケース検討を基に生成AI活用に向けた

適切なユースケース選定を実施

業務に応じた適切なLLM選択と活用支援

100以上のユースケースを検討
 2023年5月: 生成AIの社内業務利用を開始

 １年以上にわたり様々な活用を模索し、ノウハウを蓄積

「NEC Generative AI Advanced Customer Program」
を通して12の企業・大学と共にパイロット評価
 昨年7月: NEC Generative AI Service(お客様向けの生成AIサービス)を提供開始

 NECの知見とお客様のナレッジを連携。お客様向けのモデル作成や、LLM活用のためのソフトウェ
ア整備、組織立ち上げなどを包括的に支援

1番ピンとなる最適なユースケースを選定
 ユースケースの検討を通して、

「会話要約」など生成AI活用の最適なユースケースを選定

これらの経験をもとに

「NECはお客様がクイックウィンできるユースケースを提案できる」

という価値を提供
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NEC社内での活用や
お客様事例
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生成AI活用を促進・進化させるために社内エコシステムを形成、クライアントゼロとして培ったノウ
ハウを最先端プラクティスとしてお客様に還元

生成AI社内活用の取り組み

③cotomi

カルチャー
アダプション

社内システム

パートナーシップ

NEC先進技術
の活用

①社内の仕組みづくり

研究所の最先端技術を社内で実践

活用事例シェア、活動や反響の可視化

積極的な利活用と安全性を両立する

システム基盤(NGS)

生成AI活用
エコシステム

セキュリティ
特化型LLM

SAP周辺開発
でのLLM活用

クライアントゼロ〜お客様へ還元

ベストプラクティス
蓄積

②グローバル戦略協業

パートナーの最新技術をいち早く社内活用、生

成AIをあらゆる領域へ浸透

Microsoft, Amazon AWS, SAP, 

ServiceNow, Box, Celonis, PagerDuty, 

Denodo, etc.

④AIカルチャー

…

活用
コンテスト

社内マーケット
プレイス

ナレッジ
共有

x x
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金融、自治体、製造業など様々なお客様と業種特化LLMを共創

お客様事例：様々な業界の特化モデル

三井住友海上火災保険株式会社 様 相模原市 様

商品・事務マニュアルを搭載した照会応答機能を
開発。専門知識を必要とする商品規定や事務
処理ルール照会といった内務的な業務を効率化。

生成AI活用に向けた共同検証を開始。
相模原市様の保有データを学習し、
NEC開発のLLMで業務効率化の検証を推進。

金融業界向け
特化モデル

自治体向け
特化モデル

2023年12月14日
広報発表

2023年10月20日
広報発表
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NEC Generative AI is Everywhere

製品開発

サプライ
チェーン

営業支援
顧客業務

ソフトウェア
開発

コーポレート
IT

業種・業務特化モデルを整備し
お客様の多くの業務を変革

デジタルトラストビジネス推進

サービス

金融

自治体
官公庁

インフラ

教育

情報通信

物流

小売り

製造

医療

NEC 
Generative AI
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